






















28th Annual Concert for Children













この活動で学習しているところは何だと思いますか？ オペレッタ ダンス マーチング
集団で何かを成すところ 1 2 6
保育士になった時に、振り付けなどを学んでいるので活かすことができる 1
無回答　（わからない）含む 9 1 3
保育士になるにあたって幼児の前でのびのび表現できることを学んでいると思う 3 1
みんなで協力して幼児や見ている人を楽しませること 1 2
協力しあう力 11 9 4
歌いながらその物語のおもしろさを表現する力 3
歌唱力 3





I can do it みたいに自分に自信がもてるところ 1
集団で協力して物事を作り上げるところ 4 5 2

































体験した感想 オペレッタ ダンス マーチング
とても緊張したけれど楽しかった 12 9 10
2 年生の力に少しでもなることができ、達成感を味わうことが出来良かった 4 4 2
表現する楽しさを知ることができた 2 2 1
チームワークの大切さ 1 1 4







たくさんの子どもたちが来てくれたのでよかった 3 3 2
役割ごとの団結力も深まり、なりきるのが楽しくなってきた 1
みんなで力を合わせて何かをつくりあげることに感動した 2 3 1
一緒に練習したみんながいたので心強かった 1
子どもたちを笑顔にさせることが出来て嬉しかった 2 5 2
助け合うことが大切 5 2
本番に間に合うか心配したが成功してよかった 9 7 7
もう少し頑張れたのではと少し悔しい 1 1 5
会場に遊びに来てくれた方も笑顔になれた 1 1
練習が大変だった日もあったけれどやれて良かった 2










































自分がどのように成長することができたか オペレッタ ダンス マーチング
最後までやり遂げることの大切さを学んだ 3 2 3




協力することの大切さ 6 4 3
人前で堂々と演じることができるようになった 9 4 1
責任感 3 3
技術面が成長できた 9 6 3
みんなで協力して一つのものを完成させることができた 3 8 3
人の前で演じる時の表情の作り方や動作を大きく、見やすくするという技術面を学んだ 5 1
集団行動の中で自分の役割を精一杯やりとげることができた 2 1 1
自信を持つことができた 2 2 3
自分の意見をだしたり、質問したり話をすることの大切さを学んだ 3 11 1
先輩の真剣な表情や本気で頑張っていることがよく伝わってきて意識して変われた 1 2 4
歌ったり演じたりすることを楽しみながらやれた 2
やるときはやる、楽しくするときはする、けじめをつけれるようになった 2






















第 28 回　幼児のための「音楽と動きのつどい」　～保育専攻 1 年生のアンケ－ト調査に関する一考察～
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・自分が無理だと思って、あきらめるのではなく、まだやれるという気持ちを持っていれば、何で
もやり遂げられることが分かり、マイナス思考ではなく、プラス思考を強く持つことができるよ
うになりました。
短い期間にどれだけみんなと協力することが大切だということが分かりました。
どこか人が欠けていても、いる人が協力し合えば何とかなると体験することで成長へとつながり
ました。
・ステ－ジに立つというめずらしい体験をすることができ、ドキドキしたけれど少し緊張に強く
なったような気がします。また、みんなと協力して一つのことを成長させようという気持ちが大
きくなり、そのためにはどのようにしたらよいかなど考えることができるようになりました。
一番大きかったことは「団結力」が大切だということを学べたことです。
・友達ではない人たちと活動する中でグル－プの中で一緒に頑張ることやみんなで協力することを
学び、一緒にやり遂げることが出来たと思います。
周りと協力して周りに合わせて活動することも学びました。
・私は人前で何かを演じることや、発表するのはとても苦手で、堂々と何かをするというのはでき
ないだろうと思っていました。しかし、練習を積み重ねていくうちに、表現する楽しさが分かり
ました。
練習ではチ－ムがまとまっておらず分からなくなることなど多くありのましたが、本番ではチ－
ムで楽しく堂々と表現することができました。
人前で発表したりするのが苦手だった私が堂々と踊れたのは仲間がいて、周りにも多く私たちを
支えてくれている人がいたからこそだからと思いました。「つどい」の活動を通して、多くのこ
とを学び、自分自身成長することができたのは良かったです。
・自分はコミュニケ－ションを取るのが苦手だつたけれど、先輩方と交流していくにつれ、コミュ
ニケ－ションが自分から取れるようになりました。
これは「つどい」のおかげで成長できたと思います。
・この活動が始まる前より、自分に自信がついたし、最後まであきらめずやり遂げる力が身につい
たと思う。
また、多くの人とコミュニケ－ションがとれるようになったと強く感じています。
・ダンスや劇、音楽を通してたくさんの人を笑顔にすることができるということを学ぶことができ
ました。
・人と話すことが前ほど苦手ではなくなりました。
人と協力することの大切さ、いかに必要かということを改めて知り、学ぶことができました。
・最初は表現することが恥ずかしいと思い、一生懸命やらなかった部分があったのですが、回をか
さねるごとにやりがいを感じたり、恥ずかしさも減って、何より、表現することを楽しみながら
やれたということが一番の成長かなと思っています。本当に楽しかったです。
・仲間と協力して１つの作品を作ることに対して最初はみんなバラパラだつたけれど、本番が近付
くにつれてみんなまとまってきて、やっぱり協力することが大事なんだと思った。思いやりの心
を持つことが出来、協力する大事さが身についたと思った。
・表現することの楽しさを改めて実感しました。
人前で堂々と表現することが改めて大事で保育者になるにあたって必要なことだと思いました。
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( 今後の課題とまとめ )
　この活動を通して学生のアンケ－ト調査から、始めに十分に活動のイメ－ジを掴ませることが出
来ていなかったことがわかった。イメ－ジが掴みにくかったことがあり、公演前は何を学習してい
るのか「わからない」「無回答」の学生がいた。
　表現活動にはイメ－ジを持たせることが何より大切であり、イメ－ジの母胎があり、形成され、
表現するという段階的流れを留意していく必要がある。
　イメ－ジを掴ませるために
①オリエンテ－ション時での説明を十分に行う
②前年度までのＤＶＤを観賞させる
③プログラムを自由に閲覧できるようにする
④公演の写真を展示する
⑤開催の目的を理解させる
　この活動を通して、学生は「達成感」があったと感想で述べている。
　「人間は、楽なことばかりが楽しいわけではなく、大変さ、忍耐、苦しい練習を克服したときのな
かに楽しさを見出す本性をもっている」ということではないだろうか。
　また、学生が自分で成長できたことの項目で、「仲間と協力して 1 つのことをやりどける素晴らし
さ」や「発言やわからないことは質問できるようになった」こと、「集団行動の中で自分の役割を精
一杯やりとげることができた」など、人間的に成長させられている自分を発見している。
　活動を通し、学生同士、時にはぶつかり合い、励まし合い、助け合いながら練習に励む。
　様々な経験を経て本番を迎え、衣装に着替え、お化粧をし、ステ－ジに立つ。ライトを浴びてた
くさんの温かい拍手をもらった時に充実感を感じることができる。
　この経験が次への活力につながり、学生自身が大きく成長させられ、自分に自信を持つことがで
きるようになったこともアンケ－ト結果から窺い知ることができる。
表現系授業の延長上に位置付けた発表の教育的意義について改めて認識することができた。
　今後も学生の情操力を高め、創造性を育む表現活動を促進し、実践力と保育技術を向上させる保
育者養成としてこの活動を実践していきたい。
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